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はじめに
このたびは、本製品をお買い上げいただき、該ことにありがとぅございます。
この取扱説明書には、安全に使用していただくための要点を記してありますので、ご使用前に必ずよくお読みに恋の、
正しくご使用ください。お読みになった後は、いつでも読める場所に保管してください。'談た、本書を汚損したの紛
失した場合は、お買い上げの販売店にご注文いただき、大切に保管してください。

本書に記載した△の表示のある注意事項や、機械に貼られた△の表示のあるラベルは、人身事故等の危険が考え
られる重要恋項目です。よくお読みに恋り、必ずお守りください。また、ム＼の表示のあるラベルが汚損したりはが
れた場合は、お買い上げの販売店にご注文いただき、必ず所定の位置にお貼のください。

本書に記載した4》の表示のある注意事項や、機械に貼られた△の表示のあるラベルでは、 特に重要と考えられる
取り扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表示しています。

企危険
.

ロ、製品の故障や損傷につ恋がる使い方に関する注意事項については、取扱説明書、機械に貼られたラベルともに、
重要の表示を用いています。

本書に記載した図記号は、お守りいただく内容を説明しています。

●その警告文に従わなかった場合、死亡荻たは重傷を負うことになります。

●その警告文に従わ恋かった場合、死亡または重傷を負う危険性があります。

安全のために必ずお守りください

●その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあります。

^^

禁止(してはいけ恋い)内容

▲ ●火災の恐れがあり談すので、燃料補給時は次の事項を必ず守ってください。

@ ●燃料は、エンジンを止めた状態で補給してください。

@ ●燃料補給時は、火気に充分注意してください。

△ ●高温部に燃料がかからないように補給してください。

(Sヌ)●燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れないでください。
●燃料がこぼれたらきれいにふき取ってください。

(必ず実行する)内容

⑧

@ ●燃料補給後、燃料キャップは確実に閉めてください。

@

●燃料、薬液を充填後、本機を傾けると燃料、薬液が漏れる恐れがあの談す。本機は必要以上に
傾けたり、落下させ恋いでください。

@

●燃料、薬液を充填後、自動車で運搬する場合は、燃料、薬液が漏れる可能性があり荻す。自動車
恋どで運転する場合は、必ず燃料、薬液を抜いてください。
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●燃料、薬液がこほれたの、本機が転倒する恐れがあの談すので、本機は凹凸のない平らな場所に
設置してください。

4 ●アルミ合金は電気を通し談す。感電事故に注意してください
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⑧
●次に該当する方は、この製品を使用しないでください。
◎酒気をおびた者
◎過労、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由により、正常な防除作業
ができ恋い者
◎妊娠中の者
◎満15歳未満の者
◎負傷中の者、生理中の女性等震薬による影響を受けやすい者

●作業前に燃料に漏れがないこと、接続部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ部にゆるみが恋い
@ こと、ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等各部に異常がないことを確認してください。

⑧ ●安全性を損恋う恐れがあり弐すので、改造しないでください。
●この製品を他人に貸与、または、譲渡する場合は、必ず取扱説明書を添付し、よく読んでから
@ 使用するように指導してください。
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⑧ ●防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用し恋いでください。

▼4

⑧

▼

@
●調合が適仞でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害に恋る恐れがあり家す。薬液
調合の際は、薬液の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから使用してください。

●やけど、火災の恐れがありますので、強酸性の薬品・塗料・シンプー・ガソリン・灯油・ペン
ジン等は、絶対に使用しないでください。

▼

@
●農薬は、必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器とは一緒に保管しないでくだ
さい。

_()_ ●農薬は、誤使用、誤飲の危険があの荻すので、絶対に別の容器に移し替え恋いでください。

一■■

●農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、その都度正し
@ く処分してください。空容器を洗った水は、薬害のない方法で処分してください。

●薬品の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の保護
衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作業を行ってください。

@ ●ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼす恐れがあのますので、よく換気をしてください。

.

停止直後のエンジン(マフラ等)は高温に恋っています。やけどをする恐れが
Z^'楊吾裏11富11' 不用意に触れないでください。

@

一②一

@

●水道、河川、水源地、池、沼、下水道などを汚染しないように、また、人体や散布対象物以外の
ものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。

⑧

●作業中、作業後にめ荻い、頭痛を生じ、または、気分が少しでも悪くなった時は、直ちに作業を
中止し、医師の診察を受けてください。

@

●薬液を入れた状態で薬液タンクや車体を傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出ること
があります。薬液タンクや車体は傾けたり、落下させないでください。

●作業中に噴口部を清掃または、交換する場合は、顔面等に薬液がかかる恐れがありますので、
ボールコックを閉じ、必ず調圧弁ダイヤルを『始動:0』の位置に合わせて、噴口部を取り外して
から行ってください。

@

@
●ホースの温度は、 40゜C以下で使用してください。 40゜C以上に恋り荻すと、耐圧性能が低下し荻
す。

●ホース類は、エンジン高温部(マフラ等)に触れないで、無理な曲げ、よじれ、折れ引っ張りが
ないよう注意して作業を行ってください。
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@
●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとぅがいをしてください。
作業期間中は、衣服を毎臼取の替えてください。

^

●余った薬液及ぴ、機械の洗浄水は、水道、河川、水源地、池、沼、下水道に流入して被害を及ぼ
@ さないよう、薬害のない方法で処分レてください。
●前回使用した薬液が、薬液タンク、ホース、動噴、噴口等の内部に残っていると薬害を起こす危
@ 険性があります。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。

@
●使用後は本機を充分洗浄し、風雨や直射日光に当たらない、風通しの良い、凍結しない、子供の
手の届か恋い、平坦な場所で保管してください。

@
●エンジンを止めても、ポンプ~ホースに圧力が残っていることがあのます。この状態で接続部を
取の外すと、薬液が噴き出す恐れがあのますので、接続部を外す前に周囲の状況を確認し、ボー
ルコックを開いて、ポンプ~ホースないの圧力を抜いてください。
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作業を始める前に^

6-1:部品の取の付け

(1)ノズルチップの付け替え(作業に合わせたノズルの選定)
噴口には「Zノズル動力用ノズルチップ(赤)」(多量散布用)が2個標準で組付いています
その他に「スーパー25動力用ノズルチップ(青)」を2個村属してぃますので、少量散布を行いたい
場合は、下図のように噴口からノズルキャップを外して、ノズルチップを付け替えて使用し荻す。
(各種ノズルの性能は、4P《ポンプ及ぴノズル性能表》を参照します。)゜

ノズルキャップ

(2)噴口の取の付け

付属の噴口とノズルパイプと吐出ホースを組み合わせて、下図のように本機と金具の間にノズルパイプ部を
挟み込んで、蝶ボルト2本を締め込んで固定します。
取り付け時は噴口の向きが下図のように、本機と平行になるよう注意します。
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※噴口の向きは本機と平行と

なるように注意します。

吐出ホースのメネジを本機のボールコックに接続し談す。
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6-2:サイドカパーの調整

(1)サイドカバー高さの調整
付属のサイドカパーを本機両側のコの字部に差し込み弐す。
サイドカパーをお好みの高さに調整した後、再度蝶ボルトを締め込みます。
※サイドカバーを差し込む向きは、透明のカパーが内側を向くように差し込みます。

竃声三長X

(2)サイドカバー角度の調整
下図の蝶ボルトを緩めるとサイドカパーの角度を変えることができます。
お好みの角度に調整した後、再度蝶ボルトを締め込み談す。
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(3)サイドカバー幅の調整
下図の蝶ボルトを緩めるとサイドカパーの幅を変えることができます。
お好みの散布幅に調整した後、再度蝶ボルトを締め込み荻す。
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6-3:後輪幅の調整
後輪を取り付けているネジ類を外して、後輪を取の外し、フレームの内側に付けると、後輪同士の幅が
狭ぎります。狭い畝閻で作業するのに適してい荻す。
(後輪のカパーは内側からツメを外すことで、取り外すことができ談す。)
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6-4:噴口の調整
下図の2箇所の蝶ボルトを緩めると噴口の高さを変えることができ荻す。
お好みの散布幅に調整した後、再度蝶ボルトを締め込みます。
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また、噴口部からの吐出方向は、噴頭を回すことにより調整することができます。
手で噴頭の方向をお好みで調整してください。
噴頭を上に向けると、停止状態となの、ノズルチップから吐出しなくなのます。
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@
●作業前に各ネジ部にゆるみがないこと、接続部のパッキン、 0りングの脱落がないこと、ホース
に亀裂、摩耗、破損のないこと等、各部に異常がないことを確認してください。

●安全性を損なう恐れがありますので、付属ホースは他の用途(コンプレッサでの使用等)には使
⑧ 用しないでください。
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●破損の恐れがあり荻すので、ホースを無理にねじったの、引っ張ったり、曲げたのしないでくだ
⑧ さい。
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6-5:薬液の調合、充填
1)エンジンが停止レている状態で、調合した薬液を薬液タンクに充填します。
薬液タンクには、薬液が204入ります。

2)薬液は、他の容器で調合してください。やむをえず薬液タンク内で調合する場合は、必ず最初に水を所要量の
半分ほど入れてから農薬を入れ、残りの水を入れて希釈してください。

⑧ ●防除・除草用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。

一⑩一

⑧ ●強酸性の薬品・塗料・シンナー等は絶対に使用しないでください。

@ ●薬液の調合の際は、必ず薬品メーカの指示に従ってください。調合が適切でない農薬は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害に恋ることがあのます。

@ ●薬液を入れ終わったら、タンクキャップをしっかのと締め付けてください。

@ ●薬液タンクに薬液を入れた状態で、自動車などで運搬しないでください。薬液が漏れる可能性があります。自動車などで運搬する時は、薬液を抜いてください。

(一要)

@ ●薬液を入れる前に、必ずエンジンは停止させ、レバーコックは必ず閉じた状態にしてから薬液を入れてください。

6-6:燃料の充填

●薬液を薬液タンクに入れる際は、別の容器でよく撹捍して、必ず付属のストレーナ(コシ網)
を通して入れてください。(薬液に異物やゴミが混ざっていると、故障の原因に恋のます。)
●土壌消毒剤、土壌薫蒸剤は、故障の原因になりますので、使用しないでください。

Z金Σ、●火災の恐れがありますので、燃料補給時は次の事項を必ず守ってください。

@ ●燃料は、エンジンを止めた状態で補給してください。

⑧ ●燃料補給時は、火気に充分注意してください。

△ ●高温部に燃料がかから恋いように補給してください。

⑧ ●燃料タンクの給油口{杯まで燃料を入れないでください。

@ ●燃料がこぽれたらきれいにふき取ってください。

@ ●燃料補給後、燃料キャップは確実に閉めてください。
●燃料を充填後、本機を傾けると燃料が漏れる恐れがあります。本機は必要以上に傾けたり、⑧ 落下させないでください。

@ ●燃料を充填後、自動車で運搬する場合は、燃料が漏れる可能性があのます。自動車などで運転する場合は、必ず燃料を抜いてください。

(亙璽) ●燃料は、必ず潤滑油混合ガソリンを使用してください。●エンジンの性能を充分に引き出すため、使い初めの20時間前後は、オイルを多めに入れて
(ガソリン:FC等級オイル=20:1)慣らし運転を行ってください。
●燃料の混合は、本機の燃料タンクで行わず、必ず別容器を用いてください。

●2サイクルエンジン専用オイルは必ずFC等級ωASO)以上をご使用ください。
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<2)再始動(エンジンが暖まっている場合)
①運転停止直後に再始動するときは、チョークレバーを『全開』にして始動します。始動し恋い場合は、
エンジンが冷えている場合の始動法を始めから行ってください。

(亙刃
(3)初期吸水作業
作業開始前や薬液補充時には、ポンプ吸水作業が必要です。
①必ず調圧弁ダイヤルを「始動:0」の状態にします。
②ボールコツクを開きます。(薬液が飛散する恐れがありますので、噴口の向きには充分注意してください。)
③スロツトルレバーを高速回転側に操作し、余水ホースまたは吐出ホースから薬液が出るまでポンプを運転し
ます。薬液が出ることを確認したら、速やかに吐出ホースのポールコックを閉じます。

●りコイルスタータの口ープは、いっぱいに引ききらないでください。
●引いた口ープを手離さないで、静かにもとに戻してください。

(亙刃
(4)散布作業

①調圧弁ダイヤルは『始動:0』『除草:1』『低圧:2』『高圧:3』の位置で『カチッ』と止まります。
次の図表を参,累し、作業条件に合わせて設定してください。
②エンジン回転が安定する位置にスロットルレバーを調整してください。
③ボールコックを開いて散布作業に入ります。

●30秒経ってもポンプが吸水しない(余水または吐出ホースから薬液が出ない)場合は、
直ぐにエンジンを停止し、 P.17の【9、故障と対策】を参照してください。

始動:0
圧力 OMpa

モータ始動、または吸入開始時

除草:1

圧力糸鯏.OMpa
除草剤等の低圧噴霧時

低圧:2

圧力約2.OMpa
通常噴霧時

高圧:3

圧力約2.5Mpa
特に高圧を必要とする時

*『高圧:3』は、10om程度のホースを使用するとき等にご使用ください。
この時のホースによる圧力損失は、内径φ75ホースを使用した場合、 02Mpa前後です。
*上記圧力は、噴口を閉じた状態での圧力です。噴霧時の圧力は、使用する噴口の吐出量によって変化し
ますので、ポンプ性能表を参照してください。

(亙刃

X・史'倫軍,13.

辻、"i、。

■.

●遠脚クラツチを使用しています。クラッチが滑るような低速回転での使用は避けてください。
(クラッチが滑ると、薬液の吐祉が不安定になります。)゜
●作業中に噴霧を一時停止させる時は、ボールコックを閉じ、スロットルレバーを低速回転側
に戻してポンプを停止してください。燃料の節約、エンジン、ポンプの耐久性向上に役立ちます。

、゛

●薬品の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の保護
衣、長ズポン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作業を行ってください。

●ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼす恐れがありますので、 よく換気をしてください。

ご5璽

ι全Σ●運転中およひ、停止直後のエンジン(マフラ等)は局)血になっています。やけどをする恐れが
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@

下水道に流入して被害を及ぽ

@

●水道、河川、水源地、池、沼、下水道恋どを汚染しないように、薮た、人体や散布対象物以外の
ものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。

⑧

●作業中、作業後にめまい、頭痛を生じ、または、気分が少しでも悪くなった時は、直ちに作業を
中止し、医師の診察を受けてください。

@

●薬液を入れた状態で薬液タンクや車体を傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出ること
があのミす。薬液タンクや車体は傾けたり、落下させないでください。

●作業中に噴口部を清掃または、交換する場合は、顔面等に薬液がかかる恐れがあり家すので、
ボールコックを閉じ、必ず調圧弁ダイヤルを『始動:0』の位置に合わせて、噴口部を取の外して
から行ってください。

@
@
■ホースの温度は、 40゜C以下で使用してください。 40゜C以上に恋のますと、耐圧性能が低下し荻
す。

●ホース炎酬は、エンジン高温部(マフラ等)に触れないで、無理な曲げ、よじれ、折れ引っ張のが
ないよう注意して作業を行ってください。

⑧

(5)停止
①ボールコックを閉じます。
②調圧弁ダイヤルを、『始動:0』の位置に合わせます。
③スロットルレバーを、『低速回転但物に戻します。
④エンジンストップボタンを押して、エンジンを止めます。

@

●タンクに薬液を入れた状態での後輪の組み替えはしないでください。転倒の恐れがあの薮す。

●散布作業を中断し、移動または放置するときは、不用意な散布等を防止するため、エンジンを
停止してください。また突然の噴霧防止のため、ポールコックは必ず閉じた状態にてください。

(亙刃

(6)使用後のお手入れと保管
①薬液タンク内の残液を排出レ訣す。
②薬液タンクに清水を入れ、エンジンを運転して噴口より吐出させ、ポンプ、ホース、ノズルパイプ及ぴ、噴口を
洗浄します。清水が吐出しなくなったら、速やかにエンジンを停止レます。

●使用中に薬液が無くなったときは、速やかにスロットルレバーを低速回転側に戻し、エン
ジンを停止してください。
●ポンプの空運転は、故障の原因になのます。作業中、整備点検中は問わずに、 30秒以上は
行わないでください。

一⑭一

@
●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとうがいをしてください。
作業期間中は、衣服を毎日取の替えてください。

@
●余った薬液及び、機械の洗浄水は、水道、河川、水源地、池、
さないよう、薬害の恋い方法で処分してください。

@
●前回使用した薬液が、薬液タンク、ホース、動噴、噴口等の内部に残っていると薬害を起こす危
険性があの薮す。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。

@
●使用後は本機を充分洗浄し、風雨や直射日光に当たらない、風通しの良い、凍結しない、子供の
手の届かない、平坦恋場所で保管してください。

@
●エンジンを止めても、ポンプ~ホースに圧力が残っていることがあのます。この状態で接続部を
取の外すと、薬液が噴き出す恐れがありますので、接続部を外す前に周囲の状況を確認し、ボー
ルコックを開いて、ポンプ~ホースないの圧力を抜いてください。

沼、
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゛

.整備と長期保管

.

*日常的恋お手入れは、 P.14 【フ-2:作業開始】『(6)お手入れと保管』
整備に関してのご不明恋点は、お買い求めの販売店にご相談ください。

(1)エアクリーナ
エアクリープ内のスポンジが汚れていると、吸気が不安定となり、
エンジンの性能が充分に発揮されません。時凡、エアクリーナを
外し、スポンジをガソリンまたは、洗油で洗浄し、固く絞ってから
取り付けてください。

(2)スパークプラグ
50時間の運転を目安に、スパークプラグの点検清掃を行ってくだ
さい。ワイヤプラシ等で力ーボン堆積物を除去し、電極間隔を
0.6~07mmに調整します。著しい汚れ、.欠損がある場合は、
ークプラグを新品に交換してください。指定スパークプラグは、
チャンピオンCJ6Yもしくは相当品(NGKBPM7A等)です。

(3)配管

をご覧ください。
スポンジ

(4)ポンプ内部のシール類
2年の使用を目安に、ポンプ内部のシール類の交換をお勧めいたします。
求めの販売店にご相談ください。゜
(補修パーツとして、ポンプパッキンセットが用意されています。)

(5)長期保管
長期間(60日以上)に渡って本機を使用しないときは、次の事項を実施してください。

@ ●タンク、ホース、接続部分に、ヒビ、割れ、漏れがないか確認します。異常がある場△は、速やかに交換してください。

(亙刃

愉

加川

●薬液タンクに清水を入れ、エンジンを運転して、ポンプやホースを洗浄してください。
.冬期間の凍結防止のため、余水ホースと吐出ホース及び、吸水ロホースをポンプから外して、
エンジンを運転し、完全に水抜きを行ってください。保管時は、上記ホースは外しておいて
ください。゜'
●燃料タンクの残留燃料を、完全に抜き取のます。燃料タンクを空にした後、プライミング
ボンプを数回押して、キャブレタ内の燃料も抜いてください。
.スパークプラグを外し、スパークプラグ孔から、 4~5滴のエンジンオイルをシリンダに
流し込み荻す。スパークプラグを付け、りコイルスタータを2~3度引いてオイルをシリン
ダ内に行き渡らせ荻す。

.プラスチツク部品は、直射日光にさらされると、著しく強度が低下する事があのます。荻た、
注意表示ラベルも変色したり、はげやすくなったりし談すので、保管には充分注意してくだ
さい。"」

ガスケット

.

側方電極(ー)

電極間隔一→
06~07mm

@ .本体、エンジン、ポンプの外部を洗浄し、充分に乾燥させてからカバー等を掛け、屋内の直射日光が当たらず、風通しのよい、子供の手の届かない場所に保管してください。

シール類の交換については、お買い

一⑮一
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^故β早と対策
9-1 ポンプ

現 象

吸水しない

タンクに薬液が恋い

圧力があがら
ない

衣たは、安定
しない

吸入弁、吐出弁にゴミが詰まっている

原

ポンプ内部のシール類が摩耗または、損傷
吸水ホースの詰まの

吸水ホースの接続部のゆるみ

ポンプの回転数が低い

噴霧状態が悪
い

遠心クラッチのスリップ

調圧弁の詰まの、または、摩耗、傷

因

吸入弁、吐出弁にゴミが詰まっている

液漏れ

ポンプ内部のシール類が摩耗または、損傷

エンジン始動不能、または始動困難9-2

ボンプ内部のシール類に関しては、補修パーツ(ポンプパッキンセット)が用意されてぃます。
お買い求めの販売店にご相談ください。゜

圧力が上がら恋い

噴板穴の摩耗

噴口が不適初

ポンプ内部のシール類が摩耗または、損傷

薬液を補給する

対

※

現

※

キャブレタま

でガソリンが

来ていない

吸水ホースを外し、洗浄する

象

吸水ホースの接続部を締め直す

エンジンの回転数を上げる

※

燃料タンクに燃料が恋い

※

策

プライミングしていない

スパークプラ

グに火花が飛

ぱない

※

原

燃料チユーブの詰まり

※

燃料タンクキャップの通気穴の詰まの

目Ⅱ飽芯^旦系

スパークプラグの不良

噴板を新品に交換する

スパークプラグが汚れている

ポンプ性能に合った噴口を使用する
※

スパークプラグの電極間隔が不適

爆発の兆候が

恋い

因

スパークプラグキャップ不良、荻たは、
スパークプラグコード断線

スバークプラグ

力S勘ιている

点火装置不良

チョークの開きすぎ

その他

キャプレタの詰まり、または調整不良

燃料を給油する

チョークの閉じ過ぎ

プライミングボンプを4~5回押す

対

燃料チユーブの清ヨ、曲がりを矯正する

キャブレタのオーパフロー

燃料タンクキャップを清掃する

マフラの詰まの

スパークプラグを新品と交換する

燃料、オイルの不適切

スパークプラグをワイヤブラシ等で
清掃する

スパークプラグの電極間編を0.6~
07mmに調整する

策

※

※

チヨークを閉じて始勤する

※

スパークプラグを車駄曼させ、チョー

ク全開で再始動する

※

※

規定の燃料、オイルを使用する

一⑰一
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9-3:エンジンの回転不調、または出力不足

現 象

エンジンが異

常に加熱する

燃料不適切

冷却不足

原

スパークプラ

グに飛ぶ火花

が弱い

スパークプラグ不良

吸、排気系の

不具合

9-4:エンジン運転中に停止する

燃焼室に力ーボンが堆積している

スパークプラク不良

因

エアクリーナが汚れている

現

キャブレタの詰まの、調整不良

運転中、急停

止する

マフラの詰まの

規定の燃料を使用する

象

対

冷却風通路、シリンダフィンを清掃

する

エンジン回転
が次第に下が
の、やがて停
止する

清掃、電極間隔の調整、交換をする

正規の熱価のスパークプラグを使用

する

ピストンの焼き位き

スパークプラグの短絡

エンジン回転

が急激に上が

り停止する

9-5:エンジン停止が困難

原

※

燃料切れ、または、不足

策

清掃、電極間隔調整、交換をする

正規の熱価のスパークプラグを使用

する

キャブレタの詰まの、調整不良

燃料内異物混入

燃料切れ、談たは不足

エアクリーナを清掃する

現

因

エンジンスト

ツプボタンを

押してもエン

ジンが停止し

ない

※

※

象

エンジンストップボタンのアース不良

※

スパークプラグ先端部の赤熱

スパークプラグを清掃、電極間隔の

調整をする

対

※印の不具合対策に関しては、お買い求めの販売店にご相談ください。
その他、不明恋点は、販売店にご相談ください。

原

燃料を給油する

※

ディーゼリング

新しい燃料と交換する

燃料を給油する

策

因

配線の点検、交換をする

スパークプラグの清掃、電極間隔の

調整、交換をする

正規の熱価のスパークプラグを使用

する

対

※

策

一⑱一






